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太平洋地域の上部新生界(その4)

～第1回太平洋地域新第三系国際会議より～

福田理･名取博夫(燃料部)

lI-lo植物化石およびパリノロジイ

BEcK珊(ニュｰヨｰク植物園)の講演は西南モンタ

ナの漸新世～中新世の植物化石と日本の植物群との対

比に関するものであった.それによればこの地方の

RubyおよびBeaverheadの両盆地における古植物学的

研究は1947年に開始され1974年に結論カミ出された.

この間に5つの大きな漸新世～中新世の植物群が記載

･出版されたが同定された435種のうちおよそ20%の

85種が新種であった.

Ruhypapersha1eの植物群の中で見つけ易い属は次

のとおりである:ん〃(図94),A"伽肋伽,"舳5(図

95),肋〃α(図96),Cαψ加刎(図97),C耐α〃伽,Cθ五

ブθZα(図98)ユC8κ〃φ伽伽刎(Katsura)(図99),一0ψ

炊｡〃α,肋｡o刎加α,α〃細｡,Gりμ05炉｡ろ刎(図100),

Ho肋5肋脇α,酌み舳星ω(図101),K06加倣〃α(図

102),M肋榊〃｡加(図103),肋伽〃5(図104),PZα切舳5

(図105),肋肌ω,乃伽(図106),およびZθZ尾0ηα(図

107).この植物群に見出される83属のうち75属が現

在東アジアに生存している.そして区別できるがよ

く似た種が両大陸にあることはそれらカミ共通の先祖か

ら出たことを暗示している.

その他のRuby盆地の植物灘にはMor㎜onCreek
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図94

ん脈(カエデ)属の1種血召閉｡刎倣〃

OKmsU×O.3(大石1948より)

図95

〃物5(ハンノキ)属の1種〃〃刎αo-

3刎むTANAIxO.6(TANA11970よ

り)

図96

週θ肋加(シラカンバ)属の1種万2〃1α

〃脇9刎ωMIKI

A:葉x1.3B:同葉縁拡大図

C:種鱗×2D:種子x4

(大石1948より)

図97

C"ψ加刎(クマシデ)属の1種C〃外

地〃∫ノ切φo閉`'αBLUME

A:葉xO.7B:小暮×O.7

(大石1948より)

図98

C召み`加属の1種C83椛1α石刎〃柵舳一

曲TAN且I×0.8(TANA11970より)

図99

C舳肋肋〃〃刎属の1種0舳湖少

ゐツ〃ω刎20ゴ"φo刎{6ω〃一EN1〕o×O.6

(TANム11970より)�
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(1960)Metze1Ranch(1972)およびYorkRanch

(1973)の各群集がありBeaverhead盆地の植物灘と

ともに前記の諸植物群にさらに本来のアジア系種を加

え東アジアと北アメリカの漸新世～中新世の植物の共

通種の割合を平均およそ33%という高いものにしてい

る.近縁種あるいは同種の植物はオレゴン州の海岸

地方からも記録されている.新第三紀には北半球の植

物群はかなりよく似ていたのである.

北アメリカの後期始新世から中期中新世までの西海岸

および内陸の地区は激しい火山活動にたえずさらされ

また気候は太平洋の影響を強く受けていた.土地は比

較的低かった.とくにワシントン･オレゴン両州の西

北地区においてはそしておそらく南アイダホおよび西

南モンタナのような内陸部においても当時の気候条件

が北カリフォルニアおよびオレゴンの海岸および山脈

にみられるアメリカ杉の林のような温帯植物群の繁茂を

許していた.105cmもの年間降雨量が推定されるのは

図106η1加(シナノ

キ)属の1種

η伽ゴψ0棚づ一

6仰SI皿0NKAI

A:葉×O.7

B:葱の上半部

��

C1同下半部

��

(大石1948より)
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図1077泌｡伽(ケヤキ)属の1種

Z8服｡ηα刎肌g召〃(ETTING･

s亘ムUsEN)x0.9

(大石1948より)
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αyμ03炉｡ろ刎(スイショウ)属の1

種αツμ05炉｡ろ伽HEER

A:毬果x1.2B:葉を着けた枝條

×O.8(大石1948より)

図101

H"ブ伽gω(アヂサイ)属の1種

Hツみ伽g刎∫8宛6αづ伽∫ゐ0KUTsUの

薯葉xO.8(犬石1948より)

図102

K03Z椛〃俳わ(モクゲンジ)属の1種

K0〃舳解加〃0〃昭rが01{0〃HU

慮��久�

A:顕果×0.5B:小葉xO.5

(大石1948より)

図103

ルτ8切3鞭〃｡加(イチイヒノキ)属の1

種〃〃ω8⑫o加066〃2切"1ゐ(NE･

wBE朋Y)C亘ムNEY×O.7

(TANム11970より)

図104

Po伽閉∫(ハマツメ)属の1種

肋伽閉∫〃妙｡仇刎MIKI

A:葉×O,7B:果実(上面中央

は種子体周囲は翼)×0.7

C:内果皮に包まれた種子体xO.7

(大石1948より)

図105

P肋"伽5(スズカケノキ)属の1種

PZ〃伽刎伽鮒｡〃8∫G0EPPERT

x0.8(大石1948より)�
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図108

ん〃(カエデ)属の葉の細脈の分岐

A:第1群の例ん〃μ1刎刎〃刎THUNB.

(イロハカエデx14)数回分岐

B:第2群の例加脈刎｡伽MムxI皿.

(イタヤカエデ×14)O～1回分岐.

(棚井原図)

西南モンタナにおける東の境界部だけであってその他

の当時のRubyおよびBea∀e･head地域は気候的に

もまた火山活動からみてもこの広大な植物誌区の辺境

部に当っていた.このような植物区は一続きのもので

あったとは考えられずむしろ列島をなしていたのであ

ろう･このような考え方は葉が一様に小さく狙って

いることおよび亜湿潤気候を好むものがみられること

によって支持される.

太平洋の気候に及ぼす影響が減りついにはまったく

なくなり模式的な雨陰(rainShadOW)となったのは

中期中新世における最後の欠きた上昇あるいはカス

ケｰド山脈の生長期だけであった.この内陸的環境は

現在まで続きそこでは年平均降雨量が30cm(Ruby･

Beaverhead)でところによってはもっと少祖くサル

ビャや枯松が卓越している.

JohnDaγBridgeCreek植物緯およびMascan植物

群が日本のものと新第三紀の植物区系という点で密接

注関係があることをもっともよく示すのは中央オレゴ

ン地域である..多.くのオレゴンの火山活動の時期につ

いては不明確な点がいくつか残されており何人かの

北アメリカの古植物学者が植物群およびその層位学的

位置について再検討を進めている.

棚井敏雅(北海道大学)は北太平洋堆積盆における

ん〃属の新第三紀進化史について講演した.それに

よれば本属は東アジアおよび北アメリカ西部の第三紀

とくに新第三紀のもっとも普通な化石の1つでその進

ノ化傾向および植物地理は北太平洋地域の陸成堆積物の

層位の解明に役立つ.本属のカエデのような葉は変化

があまりにも大きいのでその形周縁の鋸歯状の程度

および表皮だけから種を区別することは難かしい.講

演者はこれらに加えて細脈の性質に基づいてこの

点を明らかにしようと試みた.現存種についてのこの

研究にはWOL亙Eによって提案された葉を透明にする

方法がもっとも効果的である.O眺丁ム(1967)がすべ

ての性質から総合的に分類した結果では世界の140の

現生種は26階層に分けられる.しかし講演者が研究

した限りでは葉の細脈の性質によってん〃属は2

群に分けられる.す祖わち第1灘では細脈カミ数回分

岐するカミ第2群では分岐しないかしても1回だけで

ある(図108).この細脈の性質は化石にもよく保存さ

れていて現生種との系統発生的だつ祖がりの解明に役

立つ.化石の翅果もまたすべての点で現存種のものに

似ている.講演者か葉および翅果(種)に基づいて

北太平洋地域から記載されたん〃のすべての種を再調

査したところによれぱ東アジアに15階層がそして北

アメリカ西部に10階層が認められるという.そのうち

g階層は両地域に共通であるがParv拙｡ra,Tr三1obata,

Pa1mata,Integrifolia,およびIndivisaの5階層は東

アジアだけにあり北アメリカだけにあるのはG1abra

だけである.

表14に示されているようにλ.が0f0ゐ妙伽〃(図

109)およびλ･刎α6g〃伽6によって代表されるDistyla

は後期始新世に両地域で初出現したが新第三紀まで

続いたのは東アジアだけである.A.榊5庇㈱あるい

はλ･00Z〃ψ{伽舳によって代表される北アメリカの

g1abraは始新世に出現しているが過去･現在を通し

て東アジアには校い.Negmdoは北アメリカにおい

て第三紀を通じて栄えた.その小葉および翅果は日

本および朝鮮の下部および中部中新統に稀でない.現

存のA舳9伽♂0はこまかい網目状組織および細脈に�
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よってCissifolis(五.6{∬伽肋刎,Aゐ伽ゆ)から容易

に区別されるカミ小葉の形はよく似ている.Negmdo

は古第三紀の終りまでに北アメリカから東アジアヘ移動

したようである.

第2のグルｰプはRubraとCampestriaという2つ

の古い階層を含む.これらはいずれも前期始新世に出

現した.化石の産出状況を考えるとRubraは前期漸

新世までに東アジアに入ってきたと思われるがCa㎜pe･

Striaは中期中新世までに北アメリカ西部の中緯度に達し

たと思われる.PlatanoideaおよびSa㏄harinaは

東アジアおよび北アメリカの両地方で上記の古い2つ

の階層から発生した.そして前者は東アジアで栄え

後者は北アメリカで栄えた.

細脈の性質からみて第1灘に属するMacrophy11aは

いくつかの点で他の階層とは異なる.北アメリカの

MacrophyI1aは北アメリカ西部において後期漸新世に出

現し今日までそこで栄え続けている.その特徴的な

葉およびA･倣g伽舳〃伽およびA.加触αψ0伽刎

(図110)によって代表される翼のある種子は東アジア

において下部および中部中新統に見出される.M1aひ

rophy11aがカムチャツカおよび樺太を経てアラスカ

から日本まで追跡されることは植物地理学上注目に値

することである.

上記の階層の多くは前期中新世から中期鮮新世にか

けて多様化した.とくに両地域におけるRubra

東アジアにおけるPa1mataおよび北アメリカにおける

Sa㏄harinaにそれが顕著であった.新第三紀におけ

る五附属の種の顕著な変遷は日本では中期中新世の

終りにそして北アメリカ西部では後期中新世の終りに

あったと思われる.それは日本では気候が後期中新

世に入って徐々に冷たく狂りまた北アメリカ西部では

中新世後に乾いた気候に狂ったことによるものであろう.

表i4Acer(カエデ)属の階層別分布表(TANA11976より)

��暁新世�始新世���漸新世��中新士一�鮮新世���]�^

�Macranth目������･一･�.一.��.一■�.一.�十�

�Disty1a����■一■�.一.�･�･.����十�

�P日rvifユ｡r目���������■iI�.一.�十�

第�Spi〔ato����.一■�■.I�■一�･.�.一■�･一��十�十

�P日1m目ta������������

�������.･�一●�.■�i■��十�

�G1abra������������十

緋�Negundo������.一･������

�������������十

�Tri1obat日������･一�一.����十�

�MacroPhy11a������.一�一`�����

�������������十

�Indivisa������1一�一.�･i�i■�･一�十�

�Rubra�����1一･�.一1�一'�■一�`■�･一'�十�十

第�Pユat目noidεa������■一�一`�■一�`■���

������������十�

�C囹mpe5tri日��一･�一�一･��■■�i■�一�`■���

一一������������十�

�S纈｡cha工ina������I一�一`�����

洋�������������十

�Integrifo1i日�������■一����十�

�Litho〔arpo������.一�一1�･一�'`��十�

一･一･一東アジア

現存紐の分布:

■北アメリカ西部

J:東アジアA:北アメリカ

P趾Kムs亘(Birba1Sahni古生物学研究所インド)の

講演は植物化石からみた東南アジアの新第三紀の古環

境に関するものであった.この問題を明らかにするた

めに講演者はアッサムのTipan続の後期中新世

ArunachalPradeshのNamsangBedsの中新～鮮新世

(以上インド)ビノレマのイラワジ続の中新～鱒新世

タイの後期第三紀およびインドネシアの新第三紀の植

物群の属の組成について分析したみた.また付近の

現生種との比較も可能狂限りやってみた.その結果

新第三紀にこの地域において多少の植物群の変化および

移動カミ行なわれたことがわかった.しかし全体的に

みると気候条件が大きく変ったとは思えない.

]I一班放射年代および磁気層位学

西村道･笹島貞砕(京都大学)･広岡公夫(福井大

図109(左)

λ6κ〃｡壱勿ψo〃た刎刎TANムIandON0E(ムカシ

ハウチノ･カエデ)×O.5(TANA11961より)

図110(宕)

ん〃加眺去が｡伽HU届I0KA(フシオカカエデ)

×O.4(一rムNA11961より)�
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図111

､インドネシアシャ鳩における試料採取位置図

(工iIEO0KA言まカ､1976より)

⑧⑧

学)･丁固｡,K-H一,およびH醐Uw畑,F.(Natio皿a1

InstituteofGeo1ogyandMining,IndOnesia)の講演は

スンダアｰクにおける飛跡法による年代測定に関する予

報ともいうべきものであった.この研究に使われた年

代測定用の試料は中央ジャワの3つの模式セクション

すなわちSangiran,Bayat,およびKaransanbmgの

3地区から収集された.これらのセクションにはす

べて火山堆積物が挾まれていた.ウラニウムの含有度

が高く普通の岩石にフラグメントとして入っており

かつ高温においても安定なのでジルコンは飛跡法によ

る年代測定に適している.

飛跡法によって得られた年代(Tyr)が109年よりも

小さく238Uの自然崩壊定数が6.85×10-17yr-1であると

するとTは

コ[:6.12×108･φ･ρ8/ρを

で表わされる.上記の3つのセクションから得られた

火山物質のジルコンの年代は次のとおりである.

アｰクにおける古磁気学的研究の予報ともいうべきもの

であった.扱われた試料はすべてジャワ島の13地点

(図111)から採取されておりそれらの年代は二畳紀か

ら現在にわたっている.それらの多くは後期第三紀ま

たは第四紀の火山岩である.しかし試料採取が集中

的に行なわれたのは中央ジャワの3ケ所すなわち

Sangiran,Bayat,およびKaransanbungの3地区であ

りそこでは凝灰岩および凝灰質堆積物が採取されてい

る.BayatおよびKaransanbungの2地区は地質学

的によく研究されており現在ではインドネシアの中新

統の模式とされている.Bayat地区においてはKebo

Butak累層の19層準で試料が採取されておりそのう

ち6試料の自然残留磁気の測定が終っている.それら

はすべて正磁極を示し伏角は一9.が一18.7｡白

7.6.14.4｡一0.4｡および4.7｡であった.これら

の伏角の値は現在のこの地区の値一16｡よりも浅い方向

を指している.

Sangira皿Are3:

A11岬ium
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Wa主urandaFomation

広岡公夫ほか上と同じメンバｰによる講演はスンダ

石田志郎(京都大学)･中岡一晃(花園大学)･横山

忠正(同志壮大学)の3名は近畿地方の鮮新一更新統

の磁気層位および生層位に関する多年の研究の結果につ

いて講演した.それによれば近畿地方における鮮新

一更新統は礫砂および粘土から放り泥炭および

火山灰の薄層を挾有し厚さはおよそ700mないし1,500

mである.そして堆積盆地別に大阪古琵琶湖

および東海層群と呼ばれている.古磁気に関する試料

が得られたのは大阪層灘古琵琶湖層群および東海

層群中に挾有されるそれぞれ2016および5の特徴

的な薄層についてである.それらはBrunhes正磁極

期からGauss正磁極期にまたがる(図112).松山逆

磁極期とBrmhes正磁極期との鏡界は大阪層群にお

いてはMa4海成粘土の中にある.

松山逆磁極期には大阪層群中の上桂高砂地ピン

クおよび竜が池古琵琶湖層群中の池の胸および高野1I

および東海層群中の桜谷(Ho)という正磁極を示すいく

つかの火山灰がある.上桂はMa2の数血上にあり

かつMa3の中の小豆火山灰の飛跡による年代が0.87

my･なのでその年代はおよそ0.95my･であろう.小�
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旦火山灰および二M1a2の中の山田火山灰の示す磁極は

ともに逆である･そこで上桂火山灰の示す正磁極は

〕arami11o正磁極事変に対比されるにちがいない.高

砂池および竜が池の火山灰は松山逆磁極期の中の独立

した事変に当ると考えられる.前者の飛跡年代は1.1

±O.1my･でありまた後者の年代はおよそ1.3my.と

推定される.次の正磁極を示す中および池の脇の両火

山灰は01duvai事変に相当するらしい.高野1Iの飛跡

年代は2.2m･y.である.これはReuniOn事変に当る.

東海層群の中の石英安山岩質火山灰は逆磁極を示し

それに当る古琵琶湖層群中のものの飛跡年代は3.1my.

である.これはMammoth事変に対比される.

鮮新世および前期更新世に気候変化があったことが

化石植物群から推定される.中緯度地方における年平

均気温の変化は16.6.Cと10.2.Cの間で行なわれた.

前期更新世に氷河による海面変化のあったことが大阪

層群中の海成粘土から知られる.海水面の上昇は1.5

my･から0.27my･の間に少なくとも10回あったと考

えられる.

TH酊醐,F.,MAT0,C.Y.,およびHA亙M0ND,S.R.

(ハワイ大学)の講演は熱帯太平洋地域の新第三紀の

放散虫にみられる事変(ある種の初出現や絶滅)を磁

気層序および地質年代に照してみた結果に関するもので

あった.それをまとめたのが表15である.本表に示

されたすべての事変は既刊の論文(丁亘EY醐andHA一

班㎜ND,!974a,b)で扱われた深海コアで観察されたもの

である.

■一亙新第三系一第四系境界問題

NIKI亙0R0Yム(ソ連科学アカデミｰ地質学研究所)は

彼女ほか5名が1975年に作成した対比表(表16)を提示

し鮮新･更新両統の境界に関する考え方の現状につい

て講演した｡この対比表には左から標準層序区分

(系階帯およびセクションを含む)年代(百万年

単位)古磁気によるスケｰノレ大洋における帯(浮遊

性有孔虫および超微化石によるもの)ヨｰロッパロシ

アにおける生層位学的たらびに気候層位学的細分気候

変化曲線北ヨｰロッパアルプスイタリア(地中海

域の海成堆積物および陸成堆積物を含む)の標準層序

および年代(左から2っ目のものと同じ)が含まれて

いる.この表でNIKIF0R0YAらが鮮新･更新両統の境

界にしているものは次に列挙するとおりである.

磁極年代スケｰル
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↓脇

荘

錨

カ

ウ

鮮ス

㎜正

新鏡:常

ユ｡｡期

世
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F∪561}I
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T^TSuO^I亜1≡

冊"蛇口

SIll"^旺UM^･

■^"^

τ2

��

火山灰の古地磁気デｰタおよびフィッション･トラック年代(m,y)

大阪層群古琵琶湖層群東海層群
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図112近畿東海地方における鮮新一更新両統中の火山灰の古地磁気デｰタおよびフィッション･トラック年代

(IsHIDAはカ)1976より)�
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表15新第三紀の放散虫事変と古地磁気および地質年代との関係(TI珊YEEほか

1976より)

放散虫種

事変

古地磁気年代年代

�

�

㌀

�

�

�

フ

�

�

ユO

�

�

�

ユ4

�

�

�

�

�

㈰

㈱

㈲

㈳

㈴

㈵

㈶

㈷

㈸

㈹

㌰

㌱

㌲

㌳

㌴

㌵
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�

�
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�
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Spo口ga昌亡直1=P畠n亡as
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So1enosphaeraomni亡u1〕a

S･Pen亡as

Acrobotrys仁ri仁ubus

瑯�浹�

･･r1y1/3ofMot･yo'm･

1a亡芭s亡Oauss

1a仁偉宮仁Gilbel=ヒ
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㌮
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�
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ユO

ユO.8

��

ユ1,1

��
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ユ1,4

��

ユ1,6

��

11.フ

��

��

��
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工5.2

ユ5,5

��
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��

��
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��
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㈰�

㈰�

?20.フ

㈰�

㈰�

㈱�

㈱�

㈱�

㈱�

㈱�

㈲�

㈲�

㈲�

㈲�

㈳�

T;I:op,B昌botto晒ofr盆nge.

年代:180万年

古磁気:Gi1sa事変の基底

浮遊性有孔虫:αoろ0ro肋伽炉舳一

6α肋伽o泌5(図22)の初出現

超微化石;1){∫ω伽炊加o〃伽〃(図

113)帯(下)と乃θ"o舳タZ伽αZα6〃一

7エ03α(図114)帯(上)の境界

哺乳動物による階:Khap工ovianと

Oaessanの境界

大型哺乳動物:ルC〃ゐωゐ犯馴o一

刎0切帯とA沌〃ゐ60ゐ1エ伽ブ脇0-

7〃姑帯の境界

小型哺乳動物:wz伽ツ主αθ"淋帯

の上隈

淡水棲貝類:Po`o"ゐ肋伽伽6犯ぬ

帯とび犯ゴoψ3Cん㈹肋刎∫帯の境界

セクション:Akcha駆IianとApsher-

onianの境界

リンク:SouthRussianの終り

気侯岩層:Fer玉adanianとDomashki-

nianの境界

気侯曲線:それぞれ上記の岩層に当る温

暖期と寒冷期の境界

北ヨｰ回ツパの標準層序:Tig1ianとEb-

rOnianの境界

アルプスの標準層序:Bjbe工一Donau間氷

期の上隈

イタリア(海成層):1)θク吻伽㎜beds

(下)と且ηc地α{∫Zα犯泌6αbeds(上)

の境界(Ca1abrianの下部と中部の境界)

イタリア(陸成層):Vi11afranchianの

中部と上部の境界

横山卓雄(同志杜大学)･中川要之助

･牧野内猛･石田志朗(以上京都大学)

の講演は近畿･東海両地方の鮮新･更

新統の細分に関するものであった.そ

れによれば新第三紀の西南目本は北

から南へ

1)北陸一山陰区

2)瀬戸内区

3)南海区

の3地質区に分けられる.緑色凝灰岩

地域に属する1)が大量の火山物質によ

って特徴づけられているのに対して3)

の新第三紀層は大部分中新世の陸源砕暦

物から成っている.また2)の新生代

層は上位より

1.沖積層

2.段丘堆積物�
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表16

ヨｰロッパロシアを中心とした新生界上部の対比表(NIKI亙｡Rovムほか1975より)

一般

層序区分

新上･

普1｡

_鮮

新､

紀

統｡

古磁気

��

○刮

榊

｡.,o･8ヨ

｡.踏

一185

"一綱

2“2･1I

2･旧

2･93.艘0

3･幽

"㈹

饅｡

大洋の帯ヨｰロッパロシア

生層位学的区分気候層位学的区分

1鰻1榊1□

固

｡･毫=

よ一

〇日

:俳

��

籏

一11塞

ll…l

��

一目

��

｡謹

･;1

円11

主

舶筥.｡

頸;引着

灘

一E

川蔓蔓

=｡瀧≡昌鶉

撫撫

1111議

熱

望鐵蓄;:l1

彗

�

一岨1

日目

�

1灘

�

11湖､

=機111

阯占

'望窯1胃

=1繋1;1=

H鯛舶

一目

○目

=重

1錘目魏

目…

繊

��

一国鍋

��

日｡白8

竃暮

=明

日量

=匿

騨

腔竃

撒,･､説

自

畠

目

告

婁蔓

…

萎

竃

イタリア

彗蔓

…1

冒

窮

館

畠一

類

窮嚢11

ド

邊薯

喰

竜

3､鮮新一更新統

4.瀬戸内火山統

5.中新統

の5つに分けられる.

瀬戸内区の鮮新一更新層

はおもに礫砂および

粘土から成り泥炭および

火山灰の薄層を挾有する.

全層厚はおよそ!,500瓜で

ある.大ざっぱにいうと

この時代には大阪近江

･伊賀.および伊勢の3つ

の独立した堆積…盆があり

それらを分っているのは南

北方向に並走する高地であ

る.それらの堆積盆の鮮

新･更新統はそれぞれ大

阪層灘古琵琶湖層群お

よび東海層灘と呼ばれてい

る.

大阪層群の下半部は湖成

および海成の堆積物からな

るが上半部はおもに淡水

層と海成層の互層からなる.

この海成層は連続性のある

粘土層で特徴的な火成砕

履物の層を伴う.このよ

うな海成粘土は11層あり

下位のものからM1aO,

Ma1,……およびM身10と

いう記号で呼ばれている.

古琵琶湖層群は下位よ

り島ケ原伊賀一滴目

佐山蒲生八目市(中位

礫層)および堅田の6累

層に分けられる.また

東海地方では東海層灘の

下に常滑層群があり前者

は下位より古野市野

原大泉および米野の4

累層に分けられその上に

不整合に武豊累層が重なっ

ている.以上に述べたる

地方の鮮新一更新統の関係

を示したのが表17である.�
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表17近畿東海地方における鮮新一更新両統の岩相層序と年代層序の概要(Is亘IDAほか1976より)

年代��古地磁気��大阪層群�古琵琶湖層群�東海層群��

����(大阪盆地)�(近江一伊賀盆地)�(伊勢盆地)��U皿it畠

一(O,25)�ブ���ll����

�｣���一Ha1O����

一〇.37��H���1■Ill��川�工

�ユ�������

�1���満地谷累層����

����一Ma6�w���

�ン�����武豊累層��

�切�������

����舳(灘静〕�堅は1累嬬���

�����(灘為)���ユエ

一〇.8フ���R�����

�秒��/�����II工

�山����一'一一���

一1.5�反��■�ゴ三ス�il���

�����一''一���

�転��R�?(礫層)�中位礫層�米野累層��工v

�拶����'一■一■一一''一一�一一■'一■��

一2.2���/�(雛鎌)�蒲生累層���

一2.{�����(湖成の砂および粘土)�大暴累層��

��〃���一一一'一一'一'一�一一■一一■��

�ガ����佐山系屑�市野原および��

一2.9�����(主として湖成粘土)�古野累層��v

一3.1�ウ�������

�ス�/���一''一一一一一一�一一一■■��

�正�������

�･浄H����伊賀一油日系屑���

�其����一一一一1■一一一一���

�����島ヶ原累層�常滑層群��

�����''･1｣��lll�

図114P∫舳6o召刎〃伽伽加｡伽｡∫切C0H酬

×8,400(酉閏･紺岡1974より)

大阪層群には古琵琶湖層群の中位礫層(八目市累層)

に相当する礫層Ma0の数m下および満地谷累層の

基底の3個所に不整合があり放射年代はそれぞれ2.0

my.,1.6-!.7my､,および0.45my.である.このう

ち下位および上位の不整合は造構運動によるものであろ

う.これに対して中位の不整合は海進によるものと

思われる.この海進は1.82㎜y.前に始まったCa1ab･

工ian海進に相当する.

古琵琶湖層群は2つの単元に分けられる.そのうち

古いものは南地区に分布する.中位礫層はおよそ

1.7my･音に消滅した古い堆積盆の湖退期礫である.

新しいものは現在の琵琶湖の前身で1.7-2.0my.音に

出現しそこには厚さおよそ1,OOO㎜の堆積物が集積し

た.東海属群もまた2つの単元に分けられる.古い

ものは古琵琶湖層群によく似ているが新しいものす

なわち武豊累層は大阪層灘のMa6に相当する.以上

のようだ観点から以上3地区の鮮新一更新統は表17

の右端の欄の5つの層位学的単元に分けられる.

G畑TN醐醐(TexasA&M1大学)は西太平洋の更新

世の深海堆積物の超微化石層序について講演した.西

赤道太平洋の更新世の大洋堆積物は6つの容易に認定

できる基準面を含んでいる.もっとも古いのは"360一

側腋加｡㈹θブε(図113)絶滅基準面でO1duvai(Gi1sa)

事変のトップに近くおよそ1.65Iny｡前のものである.

一般にこれは深海堆積物中の鮮新･更新統の境界に当る

ものとされている.これより上にある基準面とその年

代は次のとおりである.

Cツ6Zoω60Z脇加α伽6{〃妙〃絶滅基準面1.51my.

H6伽｡ψo〃｡ψ肋θ閉3召ZZゴ(図115)絶滅基準面1.22my.

小型G砂伽κoωがα(図116)優越区間のトップ0.92my.

乃伽ゐ6榊〃舳去αZ66舳05α(図114)絶滅基準面0.44my.

図113〃κo伽蛇r加｡刎ω3〃TムNSINH0K

A:上面B:下面x4,000

(高山1967よリ)

図115H3伽｡φo〃｡功加`閉∫召Z〃BUKRYandBRA肌ETTE

x800(高山1976より)�
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毅1

1轟

孫

図116

Gψ伽r㏄ψ∫"の]種Gψんwocψ∫“〃必ろ伽胡{ωBoUDR趾UxandHAYの電子顕微鏡による立体写真

(高山1976より)

亙刎"舳加ん伽1切(図117)優越産出

0.06my､

上記の基準面のうち終りの方の2つの年代決定は

酸素の同位体によって知られた古気候変化によるもので

ある.小型G砂伽ブ｡cψ∫α優越区間のトップはJara-

millO事変のトップに近い.

斎藤常正(LamonトDohertyGeo1ogica1Observatory,

現在山形大学)の講演は太平洋の深海堆積物コアの

鮮新･更新両統の境界に関するものであった.本講演

のおもな内容は次のとおりである.

鮮新･更新両統の境界付近の問題について今度南

イタリアの2つの参考セクションが広く論議されている.

その1つはSantaM1ariadiCatanzaro付近であり他

は1eCaste11aにおけるアドリア海岸に沿うところであ

る.1913年GIGNoUxはMariadiCatanza工｡付近の

一連の堆積物を模式としてカラブリア階を設定した.

そのためイタリアの地質学者はS.Ma･iadiCatan･aro

の北およそ40kmのleCaste11aを鮮新･更新両統の

境界の模式セクション(ストラトタイプ)としている.

しかし古典的荏カラブリア階の基底が1eCaste11aに

おいて提唱された境界に対比できるかどうかについては

現在なお意見の一致をみていない.一しかしRIo(1974)

BAYLIss(1975)およびV酬z0(1975)の最近の研究は

すべてこれら2つのホライゾンが対比できることと暗示

している.

��〰

LeCaste11aセクションの浮遊性有孔虫の分析はそ

の境界を横切る有孔虫組成の唯一の注目すべき変化は境

界の僅か上位にみられるGZo陸〃ηo漉∫oみZ伽〃3(図

118)の絶滅であることを示している.太平洋の熱帯･

温帯地域の深海堆積物コアにおいてはこの絶滅レベル

は01duvai事変の上部の中にありまたこのレベルを境

として肋ZZθ〃α伽ω(図2)の殻の巻き方向が左(下)

から右(上)へはっきり変っている.高緯度の北太平

洋の深海コアではO1duvai事変の中のこれに対比され

るホライゾンはα0ろ0ブ0肋伽加伽勉(図119)の初出現

およびαoろ｡gωみ加αα舳｡{(図120)の絶滅によって

認識できる.

ALEKsEEY(ソ連科学アカデミｰ地質学研究所)は日

本の鮮新統および下部更新統と東シベリアのものとの対

図117亙伽〃舳加1エ〃"伽ξ(L0H肌NN)HムYandM0HL服･

×19,000(酉田･紺閏1974より)�
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比を試みた結果について講した.その演大要は次のと

おりである.

Primorie地区のRasdo1nianの上部は正帯磁で

Gauss期に帰せられる.これはTransbai良alian地区

のChikoiに対比される.後者はソ連西南部のKhか

provianに近い動物群によって特徴づけられている.

日本ではこれは会津盆地の七所沢累層の下部層およ

びM物∫η〃0加(図103)植物群が繁茂した時代の大

阪層群の最下部層を包含する.以上の諸属はすべて

Gi1･a事変とG･uss-Gi1be工t境界の間すなわち1.3

㎜y･前と3.3my･前の間に入る.それらの植物化石に

よって示される気候は海に近いところでは紐潤亜熱帯

性および熱帯性であり内陸地方においては半乾燥性で

あった.

01duvホGi1sa正磁極事変(1.8my.)に当るところに

ひかれる新第三系一一第四系境界は日本では大阪層灘

の最下部と下部の間(近畿)梅が瀬累層中の火砕質鍵

層U-6(現在では一般に大原累層の上部の中に置かれ

ている一著者ら)および七所沢累層の下部層の中部

(会津盆地)にきめられている.ソ連東部地域では

この境界はprimorie地区ではRasdo1nianとRed続

の間Transbaica1iaではChikoiとDodogoLItansaの間

またレナ河上流地区のM舳zumianおよびAnginianの

セクションではTamanfauna1comp1exの化石をもっ

た堆積物の直下にひかれるべきであろう.カムチャツ

カ半島においてはこの境界はUst-1imintevayambeds

(borealassemblageofmo11usca)とTusatuvayanbeds

(nortkborealassemb1ageofmo11usca)の間にあること

がG肌DENK0Y,Y.,P週瓜｡T,O.,およびSIN0LNIK0Yム,

V.(1972)によって暗示されている.このような気候

悪化を示すレベルは多くのセクションで記録されてい

る.1.8-O.7my｡の間に入る下部人類統(Anthropo･

gene)または古更新統(Eop1eistocene)はAmur地区

のPrimorieおよびTransbaicaliaにおいては赤色堆

積物によってまたLien河およびVi1yuy河の沿岸で

は現在高位段丘となっているかつての沖積堆積物によっ

て特徴づけられている.

日本で古期更新統とされているのは近畿地方では大

阪層灘の下部("物5θ〃0加絶滅まで)また会津盆地

ではT｡およびT｡の凝灰岩層をもつ七所沢累層の一部

である.

古期更新区と新期更新世の境界はBrmhes正磁極期

と松山逆磁期の境界におよそ一致する.S肌工Iの考え

ではこれは“P附g1acia1"更新世と“91acia1"更新世の

境界でもある.通常それはYa長utiaおよびTran-

sbaica1iaにおけるTiraspo1compIexに近い哺乳動物化

石をもった堆積物の基底および赤色統と灰色統の間に

ひかれる.この境界は七所沢累層のT･およびT･の凝

灰岩層に一致する.･またこれは国本累層中の火砕鍵

層Tn-2および大阪層群中の小豆凝灰岩に近いところ

にある.東アジアの多くの地区でこの境界の直上で

気候が急に寒冷になったことが認められている.

(つづく)

図118

Gloろ独ぴ加｡左6ωoあ1切α洲B0LLIx72

A:腹面B:側面C:背面(名取原図)

図119

αoあ｡グ｡妨1加州メω切(D'ORBIGNY)×77

A:腹面B:口側面C1背面

(MAIYA,SAITomdSAT0.1976より)

図120

αoろ｡σ吻伽伽ω伽｡老MAIYA,SAIT0andSATo,×44

A:腹面B:側面C:背面

(MAIYA,SAIT0andSAT0.1976より)�


